
特集

脳性麻痺と産科医療補償制度

脳性麻痺は運動障害を伴う小児疾患であり，1,000 出生に約 2 人の割合で
生じます．知的障害などの合併症もみられ，家族への負担が大きい疾患で
す．脳性麻痺は，偶発的な事由によって生じる特徴を有します．そのため，
医療訴訟を惹起させる疾患ともいえます．今日の周産期医療に目を向ける
と，2000 年初頭から医師不足問題が指摘されており，妊産婦死亡を事由に
産科医が逮捕される事件や，ICU の受け入れ困難から妊産婦が脳出血で死
亡する事態が生じ，周産期医療の基盤に亀裂が表出しました．

上記のような社会的背景から，産科医療を対象にした無過失補償制度の導
入が必要であるという議論が行われ，2009 年に産科医療補償制度が創設さ
れました．本制度は，分娩に関わる医療事故によって障害などを生じた患者
と，その家族を救済するとともに，紛争の早期解決を図り，産科医療を安心
して提供できる医療環境整備を進めることを目的としています．本制度は，
登録した産科施設で出産する全ての母親を対象としています．在胎週数，あ
るいは出生時体重の基準を満たした出産で生じた脳性麻痺児を対象に給付す
る補償制度であり，2018 年 3 月末で 2,300 人以上が補償対象となっていま
す．本制度は公衆衛生従事者にも深い関わりがあります．脳性麻痺児は，退
院後は地域で家族と生活していくことになります．脳性麻痺者，その家族，
治療に当たる小児科医療者，公衆衛生従事者との地域連携が試される疾患と
言えます．

本特集は，公衆衛生従事者，地域医療従事者に向けて同制度について解説
し，現在の課題と改善すべき点などについて理解いただくべく企画しまし
た．脳性麻痺を取り巻く状況と本制度への認知を高め，本制度がより理解と
信頼を得られるように深化するための議論のきっかけ作り，そして，地域連
携を深める一助となれば幸いです．最後の項目として，同制度の補償対象と
なったご家族から，脳性麻痺児と過ごす家族の想いについて手記を寄せてい
ただきました．ぜひ，ご一読ください．

豊川智之(東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学教室准教授)
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